
「大きな企業に勤めていたら、すぐ他の国に移らなければならない。でも自分

の会社なら、ずっと日本にいられるから」時が流れ、美しく変貌を遂げた日本。

気がつくと、その異国をこよなく愛している自分がいた。

この国は、もっと外へ目を向けるべきだ

日本を外と内から見てきたホーヌマルクさん。真面目で、一生懸命働くという

点で、スウェーデンと日本は似ているという。ただ…

「日本の企業は、グローバル化といいながらもまだまだ活発ではない。ソニー

やホンダのような会社もあるけれど、多くの企業は国内のマーケットだけで勝負

をしています。技術においても、確かに日本は素晴らしい技術・開発力を持って

いるけれど、もっと他の国も見た方がいいのでは。外にも優れた技術や情報

がたくさんあるのだから。60年代の日本はもっと貪欲だったはず。みんな好奇心

に満ちていた」

もう一つ、彼が憂いているのは日本人の英語力。「ビジネスだけでなく政治の

舞台においても、日本の一番のウィークポイントは英語ですね」

変わっていく日本と、変われずにいる日本。そのどちらも受け止めながら、

これからもずっとこの国で暮らしていくと語るホーヌマルクさん。日本と出会って

36年。それはまた、夫人との36年でもあった。

「努力家で好奇心旺盛な彼女は、私と共にスウェーデンと日本を生き生きと

体験してきました。私は、彼女を特別日本人として意識したことはないし、

スウェーデン人とも思ってい

ない。どこへ行っても何をして

いても、彼女は彼女です」

東京タワーのすぐ目の前の

ビルにあるオフィス。鮮やかな

木々の緑、その向こうにそび

える高層ビル。デスクの後ろの

窓ガラス越しに、ホーヌマルク

さんが愛した日本が見える。

Over the Bridge
～私が愛した日本～

日本とスウェーデンで様々な職務を経験し、現在、

東京で企業コンサルティング会社を経営するニルス

ホーヌマルクさん。「Over the Bridge」第3回目は、

彼の30数年の足跡と彼の見てきた日本です。

日本との繋がりを運命づけた1966年の初来日

スウェーデンのエンジニアリングメーカーASEA（現ABB）のトレーニングエン

ジニアとして、ホーヌマルクさんが初来日したのは1966年。高度経済成長期の

日本。だが、25歳の彼が目にしたその地は好印象といえるものではなかった。

「飛行機から降り立つと、そこは暗く、何もなく、聞こえてくるのはセミの鳴き声

だけ。正直、大変なところにきてしまったなという感じでした。でも、日本人の

印象は良かったですよ。ビジネスの面でも、新しい製品に強い関心を示して

くれたし、知識もあった。それと、日本の女性はみんな美人（笑）」

わずか1年の滞在はしかし、彼と日本との結びつきを運命づけた。看護婦と

して働いていた夫人との出会い、結婚。そして、'70年の在日スウェーデン大使

館科学技術審議官としての再来日。

「50人くらいの応募の中から私が科学技術の担当として採用されたのは、日本

での経験の有無が大きかったと思います。大使館での４年間は実に素晴らしい

ものでした。日本の科学技術を知ることができたし、いろいろな企業も見た。何

より、たくさんの人と出会うことができました。ソニーの井深 大さん、ホンダの

本田宗一郎さん。当時まだ30歳くらいだった私が、そんな経験ができたことは

本当にラッキーでしたね」

その後、スウェーデン王立理工学アカデミーの国際部マネージャー、ガデリウス社

の事業開発部長を経て、'86年、東京に企業コンサルティング会社「ホーヌマルク

株式会社」を設立する。

新システムの導入の背景には、工場の

統合による異なるシステムの統合、業務プロ

セスの標準化によるコスト削減、生産サイ

クルの向上がありました。同社の製品は、いわば人の安全を守る重要な

技術です。それだけに、問題点を確実にフォローして迅速な解決を

可能にするシステムが求められていました。

IFS Applicationsは、機能コンポーネントが部品化されているため、

将来の変更にもコンポーネントの追加で容易に対応できます。また、業種別

のビジネスプロセスが用意されているので、その標準プロセスを利用する

ことで、短期導入と業務の標準化が図れます。IFSのこうした優れたオー

プン性と柔軟性が、東洋電機製造グループのシステム会社「東洋商事」

におけるIFS採用の決め手となりました。

IFSの導入によって、従来2つあった生産管理システムを統合することが

でき、結果として、設計から手配までの業務効率は向上し、変更処理への

柔軟かつ迅速な対応が可能になりました。また、所要量計算のタイムバケッ

トを5日から1日に短縮したことで、製造期間は大幅にスピードアップ。しかも、

大きな弊害であったシステムの二重の運用費も大幅に削減しています。

今後も、東洋商事を中心にインターネットを利用し、データベースを公開

して営業活動に活かすなど、さらなる業務のスピードアップを目指します。

Customer Story

東洋電機製造株式会社 様

東洋商事株式会社 様

IFS導入により生産2システムを統合、

変動へのスピーディーな対応を実現

東洋電機製造株式会社は、1918年（大正７年）、鉄道車両用電気

機器の国産化の使命を受けて設立。それまで輸入製品に頼りきって

いた鉄道車両の心臓部である主電動機、制御装置などの製作にいち

早く取り組んだ由緒ある電機メーカーです。同社の最先端技術は、

新交通システム「ゆりかもめ」や、2000年グッドデザイン賞を受賞した

「プラットフォーム・セーフティシステム」など、幅広い分野で私たちの

身近な社会生活に活かされています。

グローバルな市場における競争の激化、常に進化する技術、刻 と々

移り変わる市場ニーズ。製造業をとりまく環境は厳しさを増すばかりです。

産業や社会に貢献するモノ

づくりと、顧客との「感動」

の共有を目指す東洋電機

製造にとっても、生産性の

さらなる向上は至上命令

でした。

インタビューコラム

ニルス ホーヌマルクさん

ホーヌマルク株式会社

IFSパートナー


